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（審議経過） 

○鈴木政策経営課長 

 それでは、定刻前でございますが、皆様おそろ

いとなりましたので、ただいまより令和６年度足

立区総合教育会議を開催いたします。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきます、

政策経営課長の鈴木でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 初めに、本会議は公開を原則としております。

会議記録はホームページ上で公開させていただ

きます。 

また、会議内容を正確に記録するため録音させ

ていただいておりますことも、ご了承いただきま

すようお願いいたします。 

公開用として、会議中の様子を事務局職員が写

真撮影させていただきます。その点もご了解いた

だければと思います。 

続きまして、席上のマイクの使い方をご案内い

たします。発言の際は、お手元のマイクのボタン

を押し、ランプが点灯いたしましたら、最初にお

名前をおっしゃっていただいてご発言をいただ

きますようお願いいたします。お名前は会議録作

成に必要なためでございます。発言が終わりまし

たら、再度ボタンを押してくださいますようお願

い申し上げます。 

 それでは、次第に沿って進めさせていただきま

す。 

 まず、本日のご出席者のご紹介させていただき

ます。教育委員の皆様からご紹介させていただき

ます。 

 

○近藤区長 

お分かりだから、よろしいんじゃないですか。 

 

○鈴木政策経営課長 

 分かりました。 

 それでは、本日ゲストとして出席いただきます

半田先生をご紹介させていただきます。 

 前花保小学校校長、現在、学力定着指導員とし

て学校現場を巡回し、支援を行っていただいてお

ります。 

 本日、区長及び教育委員会の求めに応じて関係

する区職員も同席させていただいております。 

 区の職員の出席につきましては、出席者名簿で

ご確認いただきますようお願いいたします。 

 本日、総合教育会議は「児童・生徒の学力の現

状課題と更なる向上策」がテーマでございます。 

議事に入ります前に、近藤区長からご挨拶申し

上げます。区長、よろしくお願いいたします。 

 

○近藤区長 

 平成１９年に着任以来、子どもの学力の定着向

上ということは、区政の最優先課題の一つとして

進めてまいりました。その時々の教育委員の先生

方のご指導ですとか、現場の先生方のお声も足し

ながら、様々思いつく限りの手だてを講じてきた

といっても過言ではないかと思います。 

 ご承知のとおり、一定程度の成果は表れており

ますが、昨今、特に小学校は横ばいの傾向が続い

ております。右肩上がりにぐいぐいと行くような、

そんな甘いものではないことは承知をしており

ますけれども、今の踊り場的な状況を打開するた

めにどうしたことが必要なのか、また状況は刻々

と変化しておりますし、タブレットの導入という

ような新しい状況の中で、今現場を回っていらっ

しゃる先生のほうから、ご提案だったり、または

現在の現場の課題といったものも明らかにして

いただきまして、今ちょうど新年度の予算の査定

にも入っているところでございますので、必要な

手だては予算も講じて、具体的にすぐにでも展開

していきたいと考えております。 

 まずは半田先生のご意見を伺って、またそれぞ

れの教育委員の先生方にもご提案、ご発言頂けれ

ばと思っておりますので、今日はどうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 半田先生も忌憚のないところで結構ですので、
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厳しいご意見も含めて、ぜひよろしくお願いいた

します。ありがとうございました。 

 

○鈴木政策経営課長 

 それでは、議事を進めさせていただきたいと思

います。 

次第の３番でございます。 

 学力定着指導員として各学校を回り、感じてい

る課題、そして今後、さらなる学力向上を図るた

めに必要なことについて、半田先生から、本日ご

提言をいただきたいと思います。 

 ご出席の皆様の机上には、半田先生からお話し

いただくパワーポイントの資料をお配りさせて

いただいております。 

 また、その資料には、本日お話しいただく内容

の全体像が見えるような形でサマリーをつけさ

せていただいておりますので、こちらも併せてご

確認をいただければと思います。 

 それでは、半田先生、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○半田学力定着指導員 

 ありがとうございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 これまでの足立区での校長職１４年間と現在

の職の経験から、私の考えを率直に述べさせてい

ただきたいと思います。 

 足立区ですが、足立区学力総合調査、平均点よ

りも通過率を重視しております。それは貧困の連

鎖を断ち切るということで、ボトムアップをする

と。学力の底上げのためでございます。 

 次に、通過率の年度別変遷を見ていただきたい

と思います。 

 上が令和６年度でございますが、２年生～６年

生までの平均通過率、９５以上の学校が１校、９

５未満９０以上の学校が２校、そのような形にな

っているかと思います。 

 一番下の平成２３年度をご覧ください。 

 平成２３年度には７５アップ８０未満、そこが

最高で７校ということだったのですが、現在では、

区長がおっしゃられたように、このような形で通

過率が上昇している学校が多いということでご

ざいます。 

 中学校も同様に、これは平成２５年度からの変

遷でございますが、このように向上しているのが

見てとれるかと思います。 

学力向上のために、足立区では次々と学力向上

施策を考えていただき、学校と共に一緒になって

実施してまいったところでございます。 

 このように学力調査が数値向上をしているの

は、特に平成２３年度～２６年度まで教育委員会

と学校長が一体となって、学力に対する危機意識

が共通認識され、同じベクトル、マインドでパッ

ションをもってやってきたということでござい

ます。その施策との相乗効果。そしてそれ以降も、

今に至るまで効果ある施策をそれぞれの担当者

が責任をもって遂行してきたということが言え

るかと思います。 

 ここからは現在の私が感じている課題でござ

います。 

 小学校の数値が、横ばいというよりも低下傾向

のフェーズに入っているのではないかというこ

とでございます。 

 小学校は国語が０.９、算数は１.４ポイント下

がっているところでございますが、中学校は上が

っているのが見てとれます。 

 グラフを見ていただくと、これは算数と国語の

変化でございますが、算数も国語も令和３年度に

比べて下がりつつあるということでございます。 

 中学校は数学は下がっているのですが、国語と

英語が上がっている、いい傾向に見られるかと思

います。 

 全国の学力調査、６年生と中３が実施している

のですが、令和３年度の国語でございますが、国

も都の平均を超えていたのですが、現在の下のと

ころを見ていただくと、国の数値よりも下回って
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しまい、都との差がマイナス４．３と広がってき

ております。 

 次は算数でございます。これは通過率じゃなく

て、国語も算数も正答率なのでございますが、国

よりも全部の年度が上回っているものの、都との

差が開き気味になっており、マイナス２、マイナ

ス３．２、マイナス３.６になってしまっている

という現状がございます。グラフでも見てのとお

りでございます。 

 次の課題は、「学校間格差の拡大傾向」という

ことでございます。 

 まず、このグラフをご覧ください。 

 濃い青から上は通過率のいい学校ということ

になります。当然、平成２６年度から比べて大変

増えて、総体的には学力が上昇していると言える

のですが、下位のところを見ていただくと、本年

度は４．５となっておりまして、低位校が増えて

いる状況です。 

分かりやすくするために、校数で見ていただき

たいと思います。 

 下の青色の帯、この５ブロックに集約されてい

たのが、現在は８のブロックになってしまってお

ります。さらに、７５未満７０以上のところを見

ますと、令和４年度は５校だったのが、令和６年

度は８校に増えてしまっている。 

 それから上位のほうを見てみましても、令和５

年度は３１校ございましたが、本年度は２０校に

減ってしまっているという現状がございます。 

 そして、トップ校と下位校の数値を見ていただ

きたいと思います。 

 これはＡ校とＢ校というふうにさせていただ

きましたけれども、２年生～６年生までの今年の

結果でございます。これだけの差があるのです。

これを保護者が見たら、どのように感じられるか

ということでございます。５、６年生の状況を見

て、この子たちが中学校に進学していくというこ

とになります。進学していく中学校にとっては、

本当にこれはつらい数値ではないかと思ってお

りますし、その先、１５歳の春がどのような形に

なっていくのか、非常に厳しいというふうな現状

ではないかと私は感じています。 

 区立小学校から区立中学校への進学者なので

すが、約５００人が私学や都立に進学して、Ａ層

の１０％が抜けている現状があり、それを中学校

が３年間でなかなか取り戻せない。特に中１合宿

に参加してくださっている中学校の校長先生は、

その中１の状況、九九ができないとか、繰り上が

り・繰り下がりができない子どもたちを見るにつ

け、この状況を心配されている方もいます。これ

は通所型をやっていらっしゃる中学校でも同じ

思いだというふうに私は思っております。 

 さて、この状況の要因として、分析させていた

だきました。 

 そのひとつに、小学校校長先生の思いの変化が

あるのではないかということなのでございます。

すばらしい教育施策をつくっていただきました。

これは平成２３年度～２６年度まで完成形にな

っているのですが、それが十数年たちまして、い

ろいろな厳しい状況、社会の変化があります。コ

ロナ禍、不登校、保護者対応、いじめ、多様性、

働き方改革、若手教員の増加、ＩＣＴ等々、それ

ぞれ重い課題が学校にのしかかっているという

ふうな状況でございます。 

 各校長先生の現状として、学力向上への取組、

学力保障が仕事であると認識されて、ただ数値向

上ではなくて、校内研究を充実され、授業力の向

上を図っている学校もございます。 

 それから、かつてのプレッシャーを感じて、い

まだにそのことを感じながら施策を粛々と遂行

していて、数値向上をしてくださっている校長先

生もいらっしゃいます。 

 私はこれが重要な課題だと思っているのです

が、数値向上の結果を出しているけれども、負担

感につながっている。そうした声も上がってきて

いる。それから、いろいろな１０年間の変化で、

厳しい状況の学校があります。 
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 私の肌感覚として、学定の仕事をしながら感じ

ていることは、教科指導専門員、キュビナ、ＭＩ

Ｍ、いろいろと有用な施策があるのですけれども、

本当に学校によって活用に温度差がある。 

 そして次に、サマースクールです。サマースク

ールは小学校１０日間、悉皆です。内容は校長に

任されているとはいえ、対象児童を絞って、全学

年が１０日間実施と私は思っていたのですが、２、

３年生は３日。４、５年生は３日。６年生は４日。

１年生は０。こういった学校もありました。この

３日間だけではとてもＤ層の子たちの学力向上

につながるとは考えられません。 

 次に、小学校長会に関してです。 

 コロナ禍を経て他校の課題、全体の課題に対し

て関心が低下しているように感じます。また、新

任の校長先生が、自らの課題等について先輩に相

談することが少ないように思います。 

 次は、教育委員会についてです。 

 アナウンス、コミュニケーションが不足してい

るのではないかと思います。非常に厳しい時代が

あったので、非常に遠慮している。プレッシャー

をかけたくない配慮。それから校長先生の自主性

に任せたいというふうなご配慮だったかと思う

のです。 

 校長先生方の今の教育委員会への気持ちを代

弁すると、こういうことなのです。学力調査を始

めて今年で２０回目になります。平成２３年度か

らもう十数年がたっております。学力調査の数値

を上げることがゴールではないはず。１０年以上、

一生懸命取り組んできたということで、本当に貧

困の連鎖は解消に向かっているのか。具体的な全

体の成果を見せてほしい。 

 そこで、ここからは皆様方に提案でございます

ので、ぜひお考えいただければというふうに思っ

ております。 

 一番大事なのは、教育委員会のリーダーシップ、

ミッションステートメント、こういうふうにやっ

ていくからという「見える教育委員会」にしてい

ただきたいというふうに思っています。 

 具体的な目標の設定。先ほどの通過率でござい

ますが、通過率をどこまで伸ばせばいいのか見え

ておりません。共通理解、共通行動、そして成果

を見せていくということでございます。 

 成果といえば、こういうふうに提示していただ

ければ非常にありがたいと思っているのですが、

例えば高校の中退率、私たちが頑張って中退率が

下がっているとか、「これが減ってきましたよ、

校長先生のおかげです」、それがないですね。 

 次でございます。 

 これも区内のある高校と私立学校なのですが、

２３区平均しますと７２.３％の大学進学率です

が、足立区では４５.７％。もちろん足立区以外

の高校に行っている、私学に行っているお子さん、

そういったデータがあって、それを含めてこうな

っていますというデータがあれば、さらにいいか

と思っております。 

 それから足立区では、①、②、③の１つでも該

当すると生活困難世帯と定義しております。 

 令和３年度４，００１名の区立小学校に在籍す

る１年生の保護者が回答しております。今の４年

生に当たりますが、ここにおいても１６.７％、

６６８世代の方が、まだこういうふうな生活困難

世帯と定義されるところに入っている。これが増

えているのか、減っているのか。かれこれ十数年

やっていますので、親世代になって貧困が解消さ

れていっているんだというふうなところ。あるい

は「まだまだここが不十分だから、ここまで頑張

っていきましょう」というふうな投げかけが、ど

うしても必要になってきているのではないかな

というふうに思う次第でございます。 

 教員をどう動かすか。私は東京都での行政経験

とこちらへ来ての行政、行政の方と教員は違うの

ですよね。働くモチベーションとか、働き方が。

教員というのは教師の喜び、自分の気持ちが大き

い。お金よりも時間よりも子ども。子どものため

なら惜しみない献身や努力もする。たとえ学習に
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関係ない福祉的な役割も介入することもある。 

 ですから校長や学校を動かすためには、より行

政のほうが教員を理解し、情熱を持って思いを語

っていただかないといけない。こんな表現では恐

縮なのですが、愛で動くのが教員であるというふ

うに私は思っております。 

 ですから、まとめますと、校長との関係強化、

主体性、やりがい、主体性を引き出す鍵は、任せ

る、責任を持たせる、適正な評価、褒める、認め

るというようなことが大事になってくるのでは

ないかと。校長自体は部下を褒めますが、自分が

褒められることはない。ですから、やはり教育委

員会に褒めてもらいたいという気持ちはあると

思います。 

 教育３課、教育指導課、学力定着推進課、学校

ＩＣＴ推進課が主に支えているわけですが、その

３課、さらに上層部の方が、それを理解して連携

して動かしていただきたいと思います。 

 次の提案でございます。先ほどの校長の、マイ

ナスの気持ちを何としても変えたいということ

なのでございますが、Ａ・Ｂ層の小学校の学力向

上策を校長裁量にしていくということでござい

ます。 

 現在、全小学校６７校は一律に同じ学力向上策

と手だてを求めております。学校ですとＡ層の子、

Ｄ層の子、それぞれその学力に合った手だてをし

ております。学力向上策を取っているのですが、

Ａ層の学校も、Ｄ層の学校も、先ほどのＡ校とＢ

校がございましたが、同じように手だてを求めて、

同じように書類を出し、同じようにやっていただ

いております。 

 学校間格差がある。ということは、上位校はも

っと上を目指してほしいという気持ちもありま

すが、やはり公教育の同一サービス、同一成果と

いうことを考えると、全校が通過率を８０のライ

ンを目指すべきだというふうに私は考えており

ます。 

 通過率８０を達成している学校もかなり多い

のですが、校長裁量にする。やるなということで

はなくて取捨選択するということでございます。 

 課題になっている、負担感を減らすために即時

コピー、即時自校採点、即時ＳＰ表分析、これを

校長裁量。パワーアップタイムやサマースクール

の実施日数や内容等を思い切って校長に委ねる。

その代わり、その校長の裁量をもって責任をもっ

て取り組んでいただくということでございます。 

 上位校に対しては、ウエートを次のステップへ、

今求められている個別最適な学びと協働的な学

びの実現のほうにウエートをかけていただきた

いと私は思います。 

 ８０に達していない学校は、これまでと同様に

学力向上対策を丁寧に具体的に継続していただ

く。さらに先ほどの授業改善も両輪としてやって

いただきたいということでございます。 

 ８０に達していない学校は現在１６校ござい

ますが、プレッシャーをかけることではなくて、

コンサルティング的に校長レクや学校状況ヒア

を通して、適切かつ効果的に実施していくような

支援をしていくということでございます。協働の

マインドでということでございます。 

 そのための提案３としましては、学力調査への

意識改革、過去からの脱却ということで、そこま

では求めていないんだということです。これから

も学力調査は、どうしてもエビデンスとして必要

であるから調査をします。順位ではないというこ

とです。自校のみに結果を通知したり、相対とし

ては知らせないとか、そんなことが考えられるの

ですが、自分のことを考えると、私も校長時代は、

この順位というものを非常に気にしておりまし

たし、順位を上げようと頑張っていたところもあ

るのですけれども、そこのところも変えていかな

くてはいけないというふうに思っております。 

 提案４でございます。 

 いろいろと校長会からも提案がございますけ

れども、学力定着に関する総合調査、ＣＢＴを導

入して欲しいという話も聞いております。実際、
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学力定着推進課ではやっているのです。それに向

けた業者とのすり合わせとか、要望とか出してい

るのですが、それが校長会になかなか伝わってい

ないので、今現状としてこういうことをやってい

る、そして数年後にはこうなっていくんじゃない

のかなということを情報提供し、情報共有化して

いく。 

 さらに突き詰めると、次のようなことが考えら

れるのですが、毎年実は改善されておりまして、

知識・技能から思考力・判断力・表現力、こちら

は２５％が総合調査の中に組み込まれています。

ただの知識・技能だけではないのですね。そうい

った改善がされているのですが、それについても

教育委員会として、学校現場として、どこのデー

タが欲しいのか、どのような力を測りたいのか。

調査目的、内容を共通理解して意見交換していく

必要があるのではないかというふうに思ってお

ります。 

 提案５でございます。 

 先ほどの学力調査で頭がいっぱい。本当に１０

０％、私もそういった時期がございました。学力

調査の数値を上げるための１年間だったのです

が、そういった意識を変えるということなのです

が、もし時期が４月下旬に遅らせることができれ

ば、転入管理職や転入した教員に足立区の状況を

説明して、そして理解の上に調査ができるという

ふうに考えます。 

 そして提案６でございます。 

 学校経営計画でございます。これは本当に他区

とは全く違う形式でやっております。 

 学校経営計画の最初に出ているのが、この学力

向上アクションプランでございまして、数値目標

があって、それを上げる手だてを書かなくてはい

けないのですが、８０以上の学校は授業改善のほ

うにシフトしてもらう。８０未満は今の現在の定

着の手だてを丁寧に書いていただくというのが

提案でございます。 

 提案７でございます。 

 指導主事でございます。現在、指導主事は、学

力定着推進課、統括が１名、指導主事が３名おり

ますが、その結果の数値に目を向けられる余裕が

ございません。実を言うと授業改善のほうに今シ

フトしているのですけれども、現状は指導主事じ

ゃなくてもできるだろうというふうな、例えば区

民講座とか、大学連携とか、そちらのほうの仕事

も兼ねてやっております。彼らは４名しかいない

のですけれども、１０２校ある学校現場や子ども

たちのために、学校経営支援、学力向上、授業力

改善ということで、こちらにシフトしていただき

たいというふうに思っております。指導主事が中

心となってリーダーシップを取っていただき、私

たち学力定着指導員、今、中学校３名、小学校４

名おりますけれども、私どもがサポートしていく

体制になればいいのではないかなと思っており

ます。 

 提案８でございます。 

 教科指導専門員の先生方にはしっかりやって

いただいているところなのですが、今、若手が非

常に厳しい状況にあることから、教科指導だけで

なく学習規律や生活規律、若手教員指導専門員へ、

そして必要とされている学校へ、今、各校巡回指

導でございます。１人の先生が４校、５校を兼ね

て回っているのですが、８０未満の学校に配置す

るということでございます。 

 提案９。 

 次へのステップのウエートをぜひここに置い

ていかなくちゃいけないということで、お話しさ

せていただきます。 

 授業改善でございます。強化１、足立スタンダ

ード「虎の巻」、昨年度の大仙市派遣者に作って

いただきました。小・中共に横展開がまた非常に

弱い。足立スタンダードそのものにつきましては、

まだまだ教え込みの授業が見られるということ

で、改善の必要性があるということでございます。 

 そして、私が強く言いたいのが、次の強化２で

ございます。 
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 今、個別最適な学びと協働的な学びのほうに、

要するにエビデンスでは測れない非認知スキル

のほうに国として進んでいるところでございま

す。その中心となるのがＩＣＴの利活用でござい

ます。 

 タブレットの活用、まだまだ不十分でございま

す。これによって「子ども主体」にしていく。キ

ュビナのドリル学習の活用率を高めるというこ

とではないのです。これはあくまでも「思考ツー

ル」として使っていかなくちゃいけない。ただ発

表する、子どもの考えをパソコン上で出す、それ

を共有する。じゃなくて、お互いに個から集団、

個から集団で思考を深めていくツールでなくて

はならないところが、まだまだ弱いということで

ございます。 

 学芸大の堀田先生にＧＩＧＡスクール構想と

いうことで講演会をしていただきました。以下の

とおりでございます。 

 社会の今、国家的な課題でございます。社会が

このように変化しております。 

 一斉授業からの転換ということで、このような

形で授業を変えていかなくちゃいけないという

ことでございます。 

 足立区でもＤＸ指定校がございますが、大仙市

で見てまいりました。 

やはり個別最適な学び、授業観を変えていかな

くちゃいけないという時代に入っております。 

 「教員が教える授業」から「子どもが考える授

業」に変換していかなくちゃいけない。この前の

中学生の会議でございました。子どもたちが話し

合う、子どもたちが学び合う授業が楽しいと、子

どもたちも言っていたと思います。さらに私は、

このＤＸによって、足立区の子どもたちがリアル

に授業を受けられる子どもたちだけでなくて、日

本語の理解が不十分な外国籍の子どもたちもタ

ブレットによって日本語の翻訳機能を通して恩

恵を受けられるのではないかというふうに思っ

ております。 

 今の足立区の現状は、国の指標に準じていると

いうところでございまして、私も実はそうなので

ございます。まず指標を見て、こういうふうにな

っていくんだろうなというのは感じているので

すが、足立区の今の状況、学力の課題も含めて、

足立区型の言語化された短期・中期・長期の具体

的な目標が見えてこないですよね。ちょっと耳が

痛い話かと思うのですけれども、これが明確にさ

れないと、何を目指しているのか現場は分からな

い。今ちょっとそこが混沌としてしまっている状

況にあります。 

 国のビジョンは明確になってきましたので、足

立区として、この現状を踏まえて、短期・中期の

具体的な目標をぜひ考えていただきたいのです。 

 ですから、学力も同様なのですよね。８０を目

指すのか、もっと上を目指すのか。そういったと

ころの明確なビジョンが今見えていないという

のが正直な私の感想でございます。 

 しかしながら、これまでの積み重ねで、いろい

ろな子どもたちのできたという実感、喜びの声が

届いております。感謝の気持ちを込めて動画を作

らせていただきましたので、ぜひご覧いただきた

いと思います。 

（動画上映） 

 次に、昨年度の大仙市派遣教員が戻ってきて、

一生懸命頑張って２年生がこんなふうに変わり

ました。 

（動画上映） 

 子どもたちの喜びの声が届いております。 

 ぜひ提案をご討議いただきまして、校長会と連

携してＰＤＣＡへのＤｏ段階へステップアップ

していただければと思います。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

○鈴木政策経営課長 

 半田先生、ありがとうございました。 

 それでは、今、半田先生から様々頂いたご提案

を受けて、教育委員の皆様からご意見等を伺いた
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いと思います。 

 まず早川委員いかがでしょうか。 

 

○早川教育委員 

 そもそも論の質問で申し訳ないのですけれど

も、通過率の目標ということは、平均点より低く

設定してあるのですか。 

 

○半田学力定着指導員 

 ２枚目のシートになりますけれども、目標値と

いうのは、調査を全国でベネッセさんがやってい

るのですが、その結果から、このテストでは、こ

の点数を取れていればいいだろうと。もちろん問

題作成段階で目標値をある程度設定しているの

ですが、やった結果で、この程度取れていれば、

この学年の学力をマスターしているというふう

なものが、目標値、目標の点数ということになり、

その達成した割合を通過率としています。 

 

○早川教育委員 

 それは全国的に出るということですか。 

 

○半田学力定着指導員 

 そういうことでございます。 

 

○早川教育委員 

 学校ではなくて、全国的に出るという。 

 

○半田学力定着指導員 

 ほかの地区と異なり、足立区は正答率より通過

率を重視しています。 

 

○早川教育委員 

 何しろ、この通過率というのがとても足立区で

は重視されているということは、いかに特上の子

をつくるよりも、いわゆる中の子をいかにつくっ

て、中以上の子をつくれれば、特上のほうには行

くだろうし、というふうなことの流れかなという

ふうに。 

 

○半田学力定着指導員 

 一番大事なのはＤ層なのですよね。Ｄ層の子を

上げるためにということなので、上を上げるのは、

逆に言うと簡単なことかもしれない。塾のことも

あるかもしれないのですが、Ｄ層は通塾率も低い

と思われますので、その子たちを学校の力で上げ

ていく。それが足立区のプラスになっていくとい

うことです。 

 

○早川教育委員 

 ということですよね。 

 

○半田学力定着指導員 

 はい。 

 

○早川教育委員 

 この間、子どもたちとの話合いで、私は足立ス

タンダードで中の子をなるべく増やす、いわゆる

通過率を高くするということが、授業を見ていて、

足立スタンダードでできるのかなと。どうしてか

というと、最後まで教科書は行き切れないんじゃ

ないかというふうに思っていたのですが、子ども

たちと話をしたら、スタンダードの授業の方が子

どもたちは「とってもよく分かる」と言うのです

よね。分からないところを、先生じゃなくて、で

きた友達に聞くほうが、先生より自分たちがよく

分かる。みんな言っていたのです。最低でもペア

ワーキング、１人でやりたいとか、そういうこと

を本当に言っていたのです。 

 少なくとも私は現場に出ていないわけですか

ら、昔の母親の目で見てしまうと、私たちの常識

を変えて授業とかをやっていかないと先生も大

変だろうし、それこそこういう補習なども、でき

る子が少し参加してもらうのもいいんじゃない

かなと思いますし、かなり変えていかないといけ

ないんだというふうに思っています。それはしみ
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じみと分かりました。 

 

○半田学力定着指導員 

 おっしゃるとおりでございます。 

 

○早川教育委員 

 それをどういうふうに変えていったらいいの

かというのを、どこまでドラスティックにやった

らいいのかというのが、先生の提案とかも受け入

れながら、どういうふうにしたらいいのかなとい

うふうに思っています。 

 

○半田学力定着指導員 

 ですからやはり管理職が変わらないといけな

いと思います。大仙市の教育長もおっしゃってい

ましたけれども、「ノートを書かせても、教え込

んでも入っていかないでしょう。だから遠回りか

もしれないけれども、そういった形で子どもたち

を信頼して、子どもたち同士の話合いを増やして」

と、おっしゃっているのです。 

 足立区の小・中の校長先生が、そういうふうな

ところを、「これだけは覚えなさい」みたいな授

業になってしまっていれば、そこから脱却しない

といけないというふうに私も思います。 

 

○早川教育委員 

 ありがとうございました。 

 

○鈴木政策経営課長 

 ありがとうございます。 

 続いて、倉橋委員いかがでしょうか。 

 

○倉橋教育委員 

 倉橋です。半田先生、ありがとうございました。 

 私も、本年度は大仙市、鋸南の中１夏季勉強合

宿にも視察に行かせていただきました。 

 鋸南は、今ビデオを見たら、見ていた子たちが

いたので、ちょっとうるうるしたくなるぐらい

「ああ、よかったな」と。最初は本当に、午後な

んか眠いところを、先生が一生懸命隣で「ほらほ

ら、この１問やったら」、「ほら、この１問やっ

たら」と言いながら一生懸命先生が教えてくださ

って、子どもたちも一生懸命それに食らいついて、

ちょっとでもちょっとでも、１問でも多くという

ふうにやっていたのを思い出すと、本当によかっ

たなと思いました。その時間とその感動というの

は子どもたちには絶対に必要だなというふうに

も思いました。 

 そうやってちょっとでも、やはり子どもたちに

分かったんだというような気持ちを持たせてあ

げるというのは大事なんだなということと、あと

大仙のほうでも、大仙市は小学校１年生からずっ

と同じような形で学習しているので、今の足立の

中学生とかに「これをすぐに取り入れてやって」

と言っても、子ども自体が発言をするということ

に慣れていないので、「じゃあ、ちょっと話し合

って」と言って、すぐにできることではないので

すけれども、それでも今続けていかなくてはいけ

ないこと。今できないから１年、２年で諦めて、

「これ駄目だよね」じゃなくて、ずっと続けてい

けば必ず身になるものだと思うので、これはどう

にか学習の仕方、足立スタンダードの中にうまく

取り入れて続けていってほしいなと思いました。 

 学校訪問に行っていると私はつくづく思うの

ですけれども、やはり校長先生の熱意、これがな

かったら学力は上がらないなというのは本当に

思います。いろいろなことを１年、２年見て、３

年目にして「ああ、こういうふうな校長先生だか

ら学力は上がったんだな」「この先生だから、こ

うなんだな」というようなのは本当に見えるよう

になりました。 

 ただ、先ほど先生が言ったように、やはり校長

先生も人ですから、褒められたら「ちょっと頑張

ろう」というふうに思うと思います。なので、そ

ういうふうなところは、やはり教育委員会がしっ

かりとサポートしてあげてほしいなというふう
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に改めて感じたところです。 

 数値を上げるって本当にすごく難しいことだ

と思うのです。１年、２年でできることではない

と思うので。なので、長い目で見ながらでも、そ

れでもどうにか校長先生の意欲を出せるような

声かけを教育委員会のほうでできるといいなと

いうふうに、また、その声かけを私もさせていた

だけたらいいなというふうに思います。ありがと

うございました。 

 

○半田学力定着指導員 

 ありがとうございました。 

 

○鈴木政策経営課長 

 ありがとうございます。 

 続きまして、久保田委員、いかがでしょうか。 

 

○久保田教育委員 

 久保田です。よろしくお願いします。半田先生

ありがとうございました。 

 ご提案にほぼ賛成ですので、どうにか実行でき

ればよいと思います。 

 まず提案１についてですが、足立区の経済状況

と学力との関係です。貧困の連鎖を断ち切るとい

うことと関連して、全国の学力・学習状況調査で

は、自宅にある書籍の冊数から子どもたちの貧困

状況とか、家庭の貧困状況を調査しています。「社

会経済的背景」と言っております。それを昨年度

と本年度を確認すると、足立区の社会経済的背景

は都や国と比べても随分低いです。つまり、かな

り困難な状況にあり、貧困な状況が見てとれます。 

 その一方で、先ほど見ていただいたように、平

均点は国の平均とほぼ変わらないです。中学校は

少し下がってしまいますが、小学校はほぼ変わら

ない。ということは、それだけ施策も効果的に機

能しているし、各学校の先生たちは努力している

ことがわかります。まだまだ不十分との話もあり

ますが、全国と比べて十分に努力の成果が、表れ

ていると思います。そこは評価すべき点だと私は

思っております。詳しい分析は事務局のほうでし

っかりやっていただき、校長先生等に「成果は上

がっている。他の区や地域よりも随分頑張ってい

る。」ということを伝えていただきたいと思いま

す。それが１点目です。 

 それを踏まえて、学力向上対策はこれでおしま

いではなく、しっかりとやるべきだなと考えます。

施策が安定して実施するようになると、どうして

も形骸化します。形骸化を防ぐために、学校ごと

に施策をカスタマイズし、上位・下位に分けると

か、リソース（専門員）のことですが、リソース

を一部に集中させるとか、そういう実態に応じた

調整は非常に重要なことと思っております。 

 私は、上と下だけじゃなく、もっと細かく分け

てもいいと思います。ただし、上でも下でも、そ

れぞれの学校が工夫してもらわないといけない

と思っております。上は自由にやれといいますが、

単に自由でなく、自分の強みをどう生かせるかを

考えて工夫していただきたいと思っています。 

 それは足立スタンダードにも言えると思いま

す。「足立スタンダード」はかなり定着し、どの

先生も認識しているようです。例えば「振り返り

が大切だ」と書いてありますが、「何で振り返り

しなきゃいけないの？」と言われると「言われて

いるからやってるんだよ」という先生がいます。

校長先生も、委員会も振り返りをしなさいと言っ

ていますから。 

 振り返りは、何のために、どう効果があるのか

を理解させないといけない。「個の学習と協働学

習を交互でやりなさい」と書いてありますが、そ

の意味は何でしょうか。その意味理解が下位の学

校の先生には十分でない方がいるはずなので、意

味理解も含めて向上してもらう。上位の学校は足

立スタンダードをどうカスタマイズしたら、自分

たちの強みを生かせるのかについて検討すると

よいと思っております。 

 もう１点いいでしょうか。 
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 やはりクラスの状況は、非常に重要なのだと思

います。主体的で協働的な学びになるように、先

生は頑張るのですが、主体的・協働的が可能な学

級状況と、可能じゃない学級状況があると考えま

す。学校全体でなく、クラスによっての話です。 

 学級の状況に合わせた活動が大切であろうと

思います。「主体的で対話的で深い学びをさせま

しょう」と言っても、事前の準備が大切です。 

 ＱＵはどの学校でも実施しているので、学校状

態の分類分けができますよね。そういったデータ

を参考にしながら、優先順位を決めないといけな

いと思います。「やれ、やれ、頑張れ」だけでは

解決しないと感想をもちました。 

 私からは以上です。 

 

○半田学力定着指導員 

 ありがとうございました。 

 

○鈴木政策経営課長 

 ありがとうございます。 

 続きまして、土肥委員、いかがでしょうか。 

 

○土肥教育委員 

 半田先生、ありがとうございました。 

 一緒に校長をやってきた仲間として、まさに本

当にこのとおりだなという思いをしながら聞か

せてもらいました。 

 先ほどから、半田先生だけじゃなくて、ほかの

委員からも出ているように、究極は校長次第。私

も、もうこれしかないと思っています。 

 私も後半の校長先生方全体を見ていて、非常に

危惧していた点は、自分の言葉で教育施策を語れ

る校長が大分減ってきてしまったなという思い

があります。 

 つまり熱量の高い校長の割合が非常に年々少

なくなっている気がしました。その理由は何でな

のかなと考えてみたときに、教員時代とか、副校

長時代を足立区で過ごしていない校長先生の割

合がかなり増えてきているという現実があり、足

立区の学力施策の背景とか、今の実態を理解して

いない校長先生が赴任してくると、他区でここま

で徹底している区はなかなかないので、負担感だ

けが少しずつ少しずつ増えているなと。やらされ

感。本当の意味を理解していなくて、やらされ感

が増えているという実態があると思いました。 

 私自身も皿沼小学校に赴任したときに、全校朝

会とか、集会で子どもたちが身近にいるときに話

すようになって、３年生に「７×８」と言った瞬

間に、「７×８」ができるか・できないかという

のは瞬時で頭の中に「５６」という数字が出てく

る子ができるであって、小首をかしげながら３秒、

５秒考えて「５６」という答えを出してきている

児童ができるかといったら、これはできると考え

てはいけませんよね。３年生から当然掛け算九九

を利用して、小数の割り算の計算とかが始まり、

桁数も増えてきます。一つの掛け算九九で３秒、

５秒違っている子が、ここから先、難しい計算が

できるわけもなく、当然それは約分や通分にも及

んでくるとなると、ここでできない、この現実が

あるのかというのは、私は行った４月で思い知ら

されました。 

 小・中連携もしっかりやれということで、加賀

中の生徒とも仲よくなり、１年後、当然卒業をし

ていって、人懐っこいいい子たちだったので、「土

肥先生」って手を振った女の子が忘れられないの

ですけれども、おなかが大きかったです。見た瞬

間に何も言えなかった。とてもいい子が妊娠して

いる現実。 

 ＰＴＡの本部役員を頑張っていた中学校でも、

頑張ってくれたお母さんに「何々君どうしてい

る？」と聞いたら、残念そうに「先生、中退した」

と。「今何やってんの？」「ガゾリンスタンドで

バイト」、こういう現実を知ったときに、やらな

きゃいけないという強い思いを私は持ちました。

こういう背景を理解して、私は当然、皿沼小でも

新田学園でも、教職員にはすごく話をしました。
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そういうものの理解をしていない方が、サラリー

マン的に言われたことを「役所に言われたから」

「教育委員会に言われたから」「あなたたちやり

なさい」「頑張りなさい」「通過率がこうだよ」

と言っても、多分真剣にはならないということが

少しずつ少しずつ蔓延してきた結果だと思いま

す。 

 でも、この十数年頑張った成果、貯蓄があるの

で、私は来年極端に成績が下がるとは全く思って

いません。ひょっとしたら元に戻る可能性はある

と思います。でも１０年先を考えたら間違いなく

落ちている。これは今の状況だと間違いなく落ち

るなと、私はそのように思っています。 

 先ほどから半田先生は厳しいだけじゃ駄目だ

というお話があったのですけれども、そのとおり

だと思います。 

しかし、この学力向上施策をやった最初の人た

ちの厳しさというものに対して、逆にここ最近、

優しさというのですか、生ぬるさというのが両極

にあると思うのですけれども、私は両方とも毒だ

と思っています。ほどよい厳しさも必要だと思う

し、褒めるとか、配慮するというところも必要だ

と思うのですけれども、なかなかそこがいいあん

ばいにいかず、今は逆に優しさのほうの毒が、ち

ょっと蔓延してきちゃっているなという気がと

てもしています。 

 足立区のこれまでの背景を知らない指導主事

が幾ら語っても、校長先生たちはなかなか真剣に

心を動かさないと思います。逆に「何とかしなき

ゃいけない」と言って、半田先生はじめ会計年度

職員の何人かの先生方、特に中学校で巡回してい

る先生方が非常に頑張ってくれています。半田先

生がこういうのを作ってくれた熱い思いを持っ

ていても、どうしても会計年度職員という立場だ

と、指導主事に指導しようにも、校長に指導しよ

うにも、なかなか半田先生の思いが、多分これを

見せたとしても伝わっていかないんじゃないか

なという気がしてならないのです。 

 じゃあ、どうすればいいんだよというところに

なるのですけれども、私がここ最近ずっと思って

いたことなのですけれども、偉そうなことなので

すが、足立区で要するに学力施策で汗をかいて必

死になって頑張った半田先生をはじめ退職校長

を、例えば教育長の右腕ということをある意味公

言する。公言するというのは、例えば退職してい

るから正規職員でないにしても、そのＡという人

人を教育長の片腕で学力施策に特化した部長な

んだとか、教育長に次ぐ教育次長なんだという肩

書き、本当に情けない話なのですけれども、やは

り人間って肩書きは大切だと私は思っているの

です。 

 半田先生が、これを例えば熱く校長会で語って

くれれば、響く校長は絶対いると思うのです。し

かしそれをもっと増やすには、例えば半田先生だ

ったら、会計年度職員の半田先生ではなくて、教

育次長の半田先生とか、教育次長の何々先生とい

う人が直接学校に行って「こうだろう」と言うと、

やはり重みが違う。それが締めつけるとかそうい

うことじゃなくて、そういうことをしないと、現

状を見ただけで小学校の六十数校の校長が瞬時

で心を入れ替えるかというと、年々一緒に汗をか

いたメンバーが退職していっている。今年もまた

退職していく現実を考えると、ここらで厳しいほ

うの毒も少し入れていくという必要性があるん

じゃないかなと。 

 足立区の妊娠しちゃった子や中退しちゃった

子の現実を自分で見るという経験は、全員の校長

にしてもらうというのは無理だと思うので、こう

いうパワーポイントとか、熱い思いを語れる人に

語ってもらって、地道な活動をしていって、１０

年後に「落ちていなかったね」「若干上がったね」

と。すぐには急激に上がるわけはないと思うので

すけれども、ここまで頑張って上がってきたので、

少しも落ちないというような意識でやるには、や

はりもう一回、校長先生一人一人の、それこそ愛

ではないですけれども、心の中に火をつけてあげ
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ないといけない時期に来たんじゃないかなと。 

 その対策の一つとして、肩書を持った経験者と

いうのが、私は必要なんじゃないかなと思います。

以上です。 

 

○鈴木政策経営課長 

 ありがとうございます。 

 中村教育長、いかがでしょう。 

 

○中村教育長 

 中村です。半田先生、いろいろご説明いただき

ましてありがとうございました。 

 ご提案頂いた中、やはり教育委員会として目標

を明確に出していなかったという点が課題と感

じました。併せて目標を語る以上、小学校６７校

なら６７校全体の数値も大事ですし、下位層だっ

たり、上位層もそれぞれに足らない部分を見るこ

とで、教育委員会もこういった分析をきちんとや

って学校に示していかないといけないという気

がしました。なので、こういったところは早めに

やはり着手していかなきゃいけないなと思いま

す。 

 併せて、学校にもよるのですけれども、やはり

教員の不足というのは現実問題として厳しい状

況です。学力を上げるにしても、数年かけて適切

な指導をすることで学力が上がっていくという

だろうというのは状況を見ていて思いました。土

肥委員からもありましたけれども、校長を指導す

る場合、なかなか会計年度の役職では厳しいとい

うご意見もあるので、学校に対する指導が適切に

行えるような体制づくりも、今すぐ思い当たらな

いのですけれども、そういう教育委員会としての

学校を支援するための体制づくりをする。そして、

学校それぞれへの厳しい目、励ましになるような

データをしっかり提供して、それを納得してもら

うということが少なくとも大事だなと思いまし

た。 

 中学校の成績が上がってきているのは、小学校

がこれまで努力してきた結果として中学校の成

績が維持できていると思います。足立スタンダー

ドを小学校でしっかり定着していくと、中学校へ

という流れはスムーズだと思います。小学校が主

体的な学びをやれば、中学校でも自然とそういう

学習が中学校でも行えるかなと思うので、ＩＣＴ

の普及も含めて少し策を練っていかなきゃいけ

ないなと改めて感じました。ありがとうございま

した。 

 

○鈴木政策経営課長 

 ありがとうございます。 

 半田先生、教育委員の皆様から様々なご意見が

出ましたが、区長のほうからいかがでしょうか。 

 

○近藤区長 

 今画面に映っている中で、「いつまでやるんだ」

「どこまでやるんだ」と。「いつまで」と言った

って、いつまでもですよ。「どこまで」と言った

って、これは限界ないと思うのです。ということ

は毎年毎年、お子さんが替わるわけなので、いつ

までに終わりということはないと思うのです。 

 ただ、「いつまでやるんだ」「どこまでやるん

だ」という不平不満は、一生懸命やってくださっ

ていて、成果を出していらっしゃる方だからこそ

出てくる思いなんだろうと思います。表面的にや

ったふりをしている人には、こんな負担感という

のはそうそうないと思います。ですから、そうい

う方々に対しての負担軽減というのが必要なの

かどうかということは、これまた見極めていかな

きゃいけないと思うのです。 

 上位校については、一定程度の裁量を校長先生

に与えるべきだというお話でしたけれども、その

一定程度のところまで盛り立てていたのが、今の

校長先生かどうかちょっと分からない。校長先生

次第だというお話がありましたけれども、逆に裁

量を与えることによって伸びる校長先生もいれ

ば、申し訳ないですけども、なかなか……。じゃ



14 

 

あということで、やらない先生もいらっしゃるん

じゃないかなというふうに思うと、学力の相違、

学校の成績でそれを振り分けることというのは

本当に可能なんだろうかというのは、素人ながら

に疑問を感じるわけなのですね。 

 ですから、負担感というのはどこから出てくる

のか、やっている方々に対して、あまり褒めたり、

いわゆるレジリエンスが上がるような、こちらか

ら「よくやってくれている。先生のおかげで、こ

の学校はここまで伸びている。生徒も非常に意欲

を持ってやっています」というようなところの個

別なコメントが足りないのかどうかかなという

ことは思いますので、それはそれでまた考えてい

きたいと思います。 

 今日はもう時間来ているわけですけれども、先

ほどおっしゃった教育委員会の管理職と校長先

生方の信頼関係が揺らいでいるんじゃないかみ

たいなコメントがありました。何が一番そういう

ところに行ってしまう要因になっているのでし

ょうか。 

職員の配置もありますので、幾らそこで成果を

出していって学校現場とうまくやっていっても、

未来永劫そこにいられるわけでもないというこ

ともあるわけなのですけれども、その中でどうい

うことが一番問題で、なかなか信頼関係が築けな

いのか。逆を言えば、どういうふうに持っていけ

ば、お互いに信頼を持って両輪でいけるのかとい

うところなのですけれども、それについてはいか

がお考えですか。 

 

○半田学力定着指導員 

 教育委員会としてはまず、学校を支援する、校

長を守る、支援するということが一番大事ではな

いかと思います。また、人事異動で人の入れ替わ

りがありますが、足立区のことを尊重する、そう

した方が必要だと思いますし、そうした方の話す

内容が有用だったと感じてもらえるかが重要だ

と思います。 

○近藤区長 

 私も事故報告を受けますと、お子さんの答案が

なくなって―結局出てきましたけれども、きち

んと整理もできていない。子どもの答案が一時的

にしろ紛失するなんていうことは、一体その学校

はどういうガバナンスになっているのだろうな

というふうには思ったりしますと、やはりそれが

１校だけじゃなく続いたりすると、臨時の校長会

もやむを得ないんじゃないかなというふうに思

ったりはするのですけれども。それも先ほどおっ

しゃった、校長先生方が「最近の人たちは教えて

もなかなか難しい」とか「聞いてもこない」とい

うことで、難しい時代になったなというのは実感

ですけれども、それはそれとして、それの中でや

っていかなきゃいけないわけですからね。 

 

○半田学力定着指導員 

 もちろん指導せざるを得ないとは思うのです

が、その中でのお話の内容ですかね。やはり指導

内容によって校長のモチベーションも上がった

り下がったりしますので。 

 

○近藤区長 

いろいろやっているから負担感がある。うちの

職員にもよく言われます。例えば「３０分ルール

大変だ」とか。だけど、これはやはり「組織を守

るためには、負担でもやってもらわなきゃならな

いことありますよ」という話をしています。 

 ただ、本当に負担が負担で終わってしまうよう

な内容だったならば、スクラップはそれこそビル

ドしていかなきゃならないのですけれども、長い

間積み重なってきているものの中で、これはあま

り効果が上がっていないから、これは取ってもい

いんじゃないかとか、そういうふうな見直しの時

期に来ているのかもしれないのですけれども、ラ

インナップとしてはどういうふうなお感じです

か。 
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○半田学力定着指導員 

 ラインナップとしては非常に効果的だと思い

ます。一番負担感が多いのは、テスト直後の自校

採点のためのコピーで、学力定着推進課としても、

それを業者に委託するとか、方法とかいろいろ考

えたのですが、なかなかそれが実際には可能では

ないと。 

 

○近藤区長 

 お金の問題じゃなくて。 

 

○半田学力定着指導員 

 はい。ですので、それならば必要のない学校。

詳しいデータは、いずれにしろ２か月後には出ま

す。１か月後には素データは出てくるということ

を聞いておりますので、そこで提供すればいいの

ではないかなと思います。 

 ただし、下位校については、やはり一人一人の

子どもたちを担任が採点していかなくてはいけ

ないだろう。新しい担任が、より早く子どもたち

の状況を知るというのは正しいことだと思うの

です。 

 

○近藤区長 

 私も夏休みの通所型の勉強合宿を見せていた

だきましたけれども、正直言って、ただ単に学力

の問題ではなく、申し訳ないですけども、何かそ

れ以前の、特別支援の観点から見ていく必要のあ

るお子さんもいるのかなと。そういうお子さんと、

ただ学力の定着に問題があるお子さんをきちん

と分けなきゃいけない。なかなかそこがうまくい

かないですよね。 

 

○半田学力定着指導員 

 そうです。どうしても繰り返しやってもなかな

か定着しないお子さんもいます。それは校長が一

番その状況は分かっていると思うので、それに対

応して個々に見ていかなくちゃいけないという

ふうに思っております。 

ただ、中１合宿に来ているお子さんは、そうで

はないお子さんたちが来ていて、やればここまで

できるんだということですよね。通所型の勉強合

宿でも効果があると私は思っています。ですから、

やるべき生徒にはきちんとやるということです。 

 

○近藤区長 

 下位校については定着してしまって、全く入れ

替わりがないという状況が、ずっと続いていると

いうことですか。 

 

○半田学力定着指導員 

 そうですね。先ほど言いましたように校長先生

次第で上下もします。校長が着任して翌年の調査

で上がる学校もあれば、下がる学校もあります。 

 

○近藤区長 

 上だから大丈夫ということではないというこ

とですよね、その中には。乱高下がね。 

 

○半田学力定着指導員 

 そうなんです。足立区の場合、本当にちょっと

油断すると、どの小学校もがくっと下がるし、頑

張れば上がるという状況にはあるのですね。下地

ができているので。 

 

○近藤区長 

 厳しい環境の方が多い地域だからといって、こ

れは下位に甘んじても致し方ないというような

ことではなく、やり方次第で、少なくとも真ん中

とか、少しでも上げていかれるということは現実

にあるわけですね。 

 

○半田学力定着指導員 

 どの学校にも、いい可能性があります。土肥先

生のときの皿沼小学校も非常に頑張れましたし、

花保小も同様です。 
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○近藤区長 

 そのとおりです。よく分かります。 

 

○半田学力定着指導員 

 なので、それは校長先生の気持ちで、すぐには

できないですけども、年々積み重ねていくことで、

これをやっていこうという教員との共通認識で

すかね。 

 

○近藤区長 

 ただ、そのときに校長先生の表彰制度ってある

わけじゃないですよね。やってもやらなくても、

学力が上がろうが下がろうが、お給料も変わらな

いわけですよね。 

 

○半田学力定着指導員 

 校長がおびえているのは、校長の勘違いなので

すが、順位で評価が決まっているんじゃないのか

なというふうには思っております。 

 

○近藤区長 

 評価って東京都に出す評価か何かですか。 

 

○半田学力定着指導員 

 そういうことです。お給料が決まっていく。人

事考課制度ですね。校長のほうもありますので。 

 

○近藤区長 

 悪いのはともかくとして、頑張っていただいた

方には―と思いますけれども、そういうわけに

はいかないのですか。 

 

○半田学力定着指導員 

 いや、いいと思います。 

 

○近藤区長 

 ということは、先ほど「負担感が強かった、頑

張っているのに」というふうにおっしゃっていた

だいた校長先生は、その辺のところの実感がない

のですかね。もう上がるところまで上がっちゃっ

て、それ以上は上がらないという。 

 

○半田学力定着指導員 

 十数年間同じことを本当にすごい熱量で、一生

懸命やって、さすがにもう……という方も。 

 

○近藤区長 

 疲れたなと。 

 

○半田学力定着指導員 

 はい。区長も辞令交付式のときに「ずっと１７

年間同じことを言っている」とおっしゃったじゃ

ないですか。そのとおりなのですよ。だから１７

年間も本当に一生懸命働いてきて、そろそろ疲れ

が出てきていると。 

 

○近藤区長 

 分かります。実感としてはちょっと理解できま

すけれども、頑張っていただかないと。そういう

一線で頑張ってきて成果も出された方が、先ほど

土肥先生がおっしゃったけれども、一線を退から

れるというこのタイミングになって、Ｚ世代とい

う人たちだけで蔓延しちゃったら一体どういう

ことになるのかと。 

 

○半田学力定着指導員 

 要するに、施策を語れるメンバーがほしい。そ

して結束して、要望があれば統一したものを出し

ていくべきです。 

 

○近藤区長 

 最近はないですよね。 

 

○半田学力定着指導員 

 以前は提案を持って行ったじゃないですか。

「学校ではこのように努力し成果をあげるから、
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このようにしてほしい」とか「夏休み延ばしてく

ださい」とか「土曜日の休みを増やしてください」

とか、そういったところがちょっと…… 

 

○近藤区長 

 最近は「親から夏休みを短くしてください」と

いう要望が圧倒的に多いですものね。 

 

○半田学力定着指導員 

 そうですか。 

 

○中村教育長 

 食事を作るのが大変ですからね。 

 

○近藤区長 

 大変だから。 

 

○近藤区長 

 まとめとして、どうでしょうか。 

 岩松部長のほうから。 

 

○岩松教育指導部長 

 半田先生、ありがとうございました。 

 目的、背景、ここが明確に伝えることができて

いないというのが全部の根底にあるのかなとい

うふうに私も反省をいたしました。 

 今後、教育長とも。 

 

○近藤区長 

 あと成果ですね。 

 

○岩松教育指導部長 

 そうですね。成果もしっかりと伝えていけるよ

うに、それが一番なのかなというふうに今日感じ

ました。ありがとうございました。 

 

○近藤区長 

 例えば校長会で、「この校長が行った途端に何

ポイント下がった学校がありますよ」とか、「逆

に何ポイント上がった学校がありますよ」という

ことまで言われるとプレッシャーだというわけ

でしょう。 

 

○半田学力定着指導員 

 そういうことになります。個別に。あと総体的

にこういうふうになっているからということで。 

 要するにステートメントを出す、そういった結

果を言うことが、大切なことなんだということな

んです。 

 

○近藤区長 

 何か最後にございますか。 

 

○鈴木政策経営課長 

 よろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、以上もちまして、令和６年度総合教

育会議を閉会いたします。皆様ありがとうござい

ました。 


